
伝熱管外径  ：  約２２．２ｍｍ
　 〃　　厚さ  ：  約１．３ｍｍ
   〃    材質 ：  インコネルＴＴ６００
　　　　　　　　      （特殊熱処理材）
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Ａ－蒸気発生器ＥＣＴ信号指示管位置図（高温側を上部から見た図）
（Ｂ・Ｃ－蒸気発生器についてもぼぼ同様の位置で信号指示管が認められた）

ＥＣＴ信号指示位置図（例）
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第４回定期検査（平成２年２月から６月）で取替
 ①振動抑制
　　振止め金具と伝熱管のすき間調整が可能なもの（スライド式）
     に取替え、すき間を無くし振動発生を抑制した。
 ②材質変更
　　材質をインコネル６００（表面クロムメッキ処理）からＳＵＳ４０５
　　に変更 し伝熱管の耐摩耗性を向上した。
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